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１．はじめに 
 前稿「小学校外国語活動におけるオリジナル劇の可能性―新教材“Hi, friends!”より『桃太
郎』を使って―」では、『英語ノート２』での「おおきなかぶ」と「桃太郎」の比較、オリジナ
ル劇の実践例、指導上の留意点、効果、活用と可能性などについて述べた。その後、各方面から
“Hi, friends! 2”のLesson 7“We are good friends.”についての指導案も発表、刊行されている。
しかしながら、実際に小学校でLesson 7の授業を行なう場合、他のLessonと同様にそのまま指導
案を使って授業ができるだろうか。指導案は指導の案であり、実際には現場で指導する教師が児
童の実態に合わせて最善かつ現実的な指導を行うのが当然であるが、Lesson 7においてはそれ以
上の特別な準備や配慮が必要となる。本稿では指導案にはあまり書かれていない部分について補
足を試みると共に、「桃太郎」は民話として奥が深く、日本の伝統文化の一つとして発展的に活
用することも可能であるため、「桃太郎」についても論じることにしたい。 
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２．英語劇化に伴う問題点 
 「桃太郎」を英語劇化するための他のLessonとは異なる様々な準備や配慮については、大きく
分けると、劇をすることに対する準備と英語で行うことに対する準備の両方が同時に求められる。
２年間の外国語活動の中で、このLesson 7ほど学級担任主導の指導が求められるLessonはないと
思われる。外国語活動の総仕上げという点においても、卒業に近づく時期での学級経営において
も、大切な機会となるだろう。児童にとって楽しくかつ達成感を感じるよい思い出となるように
したい。 
 問題点を少なくするためには、まず第一に楽しく、かつ負担が大きくなりすぎないようにする
ことが、児童にとっても教師にとっても必要である。Lesson 7の配当時間数は６時間となってい
る。学級担任主導で指導する場合は、グループ毎の自主練習などちょっとした時間を見つけて練
習することも可能ではあるだろう。しかし、原則的には６時間を大幅に超えなければできない規
模やレベルの英語劇にはしないことである。もう少しセリフが多くても、もう少し劇が長くても
よかったと思うレベルでよい。前稿でも述べたが、凝りすぎると問題点も増えてしまうことにな
る。 
 劇の内容、劇の長さ、グループ分け、配役、セリフの作成、セリフの練習、全員参加のための
配慮、発表の場の設定、劇の道具など実際に授業を進める上で、課題は多い。Lessonを始める前
に、児童の実態を一番理解している学級担任が綿密な計画を立てることにより、これらをうまく
乗り切り、英語劇をとおして外国語活動の成果がより大きなものとなることが期待される。 
 
３．英語劇化の前に 
 英語劇に限らず、劇をするには必要な準備がある。一部の小学校においては、以前に比べて小
学校で劇をする機会は減っていると聞く。児童は劇にそれほど慣れていないことも想定される。
劇に対する準備の良し悪しは、劇全体の良し悪しに影響することになるため、学級担任は児童の
実態に合わせて、ひとつひとつの課題を児童にとって気持ちよく決定できるよう、慎重かつ必要
に応じて大胆に、導いてほしい。 
 
 3.1 ストーリー 
 ストーリーについては、「桃太郎」を基本とするのか、「桃太郎」の一部を変更してオリジナル
劇化するのか、「桃太郎」のストーリーの一部を最低限用いながらオリジナル劇化するのかなど、
可能性は無限にある。グループ毎に独立したストーリーにする方法の他に、一つのストーリーを
グループで分割して全体で一つとして演じることもできる。 
 児童がオリジナル劇を考える上での教師からの設定として次のような実践例がある。2011年度
岐阜県本巣市立真桑小学校の場合は、「『かぶ』に代わる別の物を求めてメンバーで協力して目的
を達成する」とされ、2007年度北海道教育大学附属旭川小学校では、教師が提示した中で「サザ
エさん」をベースに設定、加古川市立野口北小学校では、関西ならではの設定として「最後にオ
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チ」が求められ、オリジナル劇化がなされた。 
 秋山（2010）は、英語劇の教材として適する条件を次のように挙げている。 
「① 単純明快なストーリー 
 ② 繰り返し表現・対比表現があるもの 
 ③ リズム感がいいもの 
 ④ メッセージ性があるもの 
 こうした条件をほぼ満たすものとして、昔話・おとぎ話は英語劇の教材として最適なものと言
える。」〔１〕 
 ①～④の条件の一部を設定に使用することも考えられる。 
 ストーリーのオリジナル化のレベルについての具体例は後述する。 
 
 3.2 グループ分け 
 グループ分けは、児童にとって大きな問題でもある。学級担任は英語劇化にあたり、クラスの
実態に合わせたもっともふさわしいグループ分けを考える必要がある。既存のグループをそのま
ま、または組み合わせて劇のグループにすることもできるであろうし、改めて劇のためのグルー
プを作ることもあるだろう。上述した野口北小学校では、男女それぞれで児童同士でグループを
決めさせてから、男子のグループと女子のグループを１つずつ組み合わせて劇のグループとした
が、その組み合わせについてはクラス全体で話し合って決めたと担任から説明があった。 
 グループ分けのタイミングについては、ある程度セリフが決まってから行うのか、全く決まっ
ていない段階で行うのかも難しい面がある。必ず一人に最低一回のセリフを設定するためには、
登場人物の人数やセリフの数などを考慮しなければならないからである。オリジナル劇をグルー
プ毎にストーリーから考えさせる場合は、グループの人数に応じてストーリーとせりふを作って
いく配慮が求められる。グループの数とメンバーの人数についても同様に考慮すべき点が生じる。 
 
 3.3 台本（セリフの決定）作り 
 文字指導を前提としていない外国語活動において、英語でセリフが書かれた台本は作らないこ
とが基本となるだろう。しかしながらカタカナでセリフを書いたメモを見ながら演じるのは、望
ましくない。そのような負担が児童にないように、予め工夫をすべきと考える。 
 オリジナルのセリフは、よく使われる言い回しであるなど英語としての間違いがないことが明
白であればよいが、そうでない場合は、ALTなどにチェックしてもらう必要が生じる。セリフは
すべての児童ひとりひとりに用意されるべきである。いろいろな状況が考えるため、数字を挙げ
ることの意味があるかどうかはわからないが、一人当たり最大で３つのセリフ、各グループによ
る劇は最大で５分以内にしたい。負担のないように、読み合わせと立ちげいこで覚えられる範囲
内のセリフと立ち回りを原則にしたい。 
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 3.4 劇の準備 
 外国語活動として英語劇を行なう場合は、道具や衣装などの準備は負担が大きいため最小限と
したい。ただし、発表が学芸会や文化祭など特別な機会に行なわれる場合は、外国語活動として
の６時間の配当時間を越えて準備ができることもあり、より児童の感性を生かした準備に期待す
ることができる場合もあるだろう。 
 しかし基本的には、児童に衣装や道具がほとんどなくても劇の効果を最大にするにはどうすれ
ばよいかを考えさせることが大切である。観客の立場に立って考えさせ、どうすればセリフに込
めた気持ちが観客に伝わるのか、声の大きさ、高さ、言い方、顔の向きなどいろいろと試してグ
ループ内で検討させることが必要である。自分の気持ちをよりよく伝えるためには、相手のこと
を思いやった上で伝えたいセリフを効果的に言う必要があることを体験的に理解させるよい機会
となる。 
 
４．英語劇化とオリジナル度 
 4.1 基本となるセリフ 
 「桃太郎」を劇化する場合、どの程度オリジナル劇化するのかがポイントとなる。“Hi, 
friends! 2”には、セリフにあたる英文が記載されている。外国語活動においては、文字使って英
語を書いたり読んだりする活動はないので、記載されているセリフを読んだりする必要がないの
は言うまでもないが、記載されているセリフを基本のセリフ（以下、「セリフ１」と記載）とし
て基準にすることになるだろう。また、Let’s Listenで聞くことができるセリフ（以下、「セリフ
２」と記載）も参考にすることができる。デジタル教材を使って、繰り返し聞くこともできるた
め、練習のモデルがあって使用しやすいといえる。「桃太郎」を基本としてオリジナル劇を創作
する場合は、これらの「セリフ１」と「セリフ２」は基本のセリフとして有効に利用し、オリジ
ナルな「セリフ３」を加え、吟味していく。 
 
表１ セリフ１からセリフ３へ 
   
シーン 10 セリフ１ セリフ２ セリフ３ 
 
Hello, Momotaro.
How are you? 
I’m good. 
Hello, Momotaro. 
Hi, Monkey. 
How are you? 
I’m good. 
How are you? 
I’m very fine. 
What’s this? 
It’s kibidango. 
A kibidango, please.
OK. 
Here you are. 
Thank you. 
Hi! 
What’s your name? 
My name is Momotaro. 
Do you like kibiango? 
How many kibidango? 
Let’s share. 
                                      〔２〕〔３〕 
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 4.2 オリジナル度 
 オリジナル度はどの程度にするのか、基本ルールはどうするのかを決めておく必要がある。小
さく変えるか、大きく変えるかである。基本となるセリフに、児童の言いたいセリフを足してオ
リジナル劇化する方法は、比較的小さい変化で済み、負担も少ないと思われる。 
 また、“Hi, friends! 2”に記載されている絵や、他の「桃太郎」の絵本を見せながら、自分が登
場人物になったとしたら、どのように感じたり思ったりするか、どんな言葉を言ったりするのか
を考えさせて、自由に言わせ、児童の共感が得られるセリフを考えていくこともできる。 
 何度も「セリフ２」を聞いて、どのセリフに共感するか、自分がそのセリフを言う場合、どの
ような声でどのような調子で言ったら一番気持ちが伝わるのかを、日本語と英語の両方で表現し
てみることも必要だろう。同じセリフをグループ内で言い合ってみて、どの言い方が最も効果が
あるかを考えさせることもよいだろう。ストーリーを展開する上で、絶対に必要なセリフや伝え
たいセリフはどれかを考えることも必要となる。 
 セリフの増減だけでなく、登場人物の一部を変えたり、ストーリーを変えることもできるが、
際限なく変えることにならないように、前述のとおり、児童には基本ルールを守ることを伝えて
おきたい。ストーリーを一部変える場合は、日本語版「桃太郎（ももたろう）」の絵本は沢山の
種類が出版されているので、児童に比較させたり、国語と関連づけたりもでき、興味深い活動と
なるだけでなく、ヒントにもなるだろう。絵本のバリエーションについては後述するが、教師は
予め「桃太郎」について知っておく必要があると思われる。 
 
５．外国語活動における英語劇 
 5.1 学習指導要領 
 英語劇と学習指導要領における外国語活動の目標とはどういう関係にあるのだろうか。英語劇
を行なうことにより、英語のセリフで劇を演じることは、まさに「体験的に理解を深める」こと
であり、相手を意識して演じることは「積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育
成」であり、セリフと劇の練習は「外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しむ」ことである。こ
のように、英語劇は外国語活動の目標に一致する活動であるといえる。 
 
 5.2 コミュニケーション度 
 萬屋（2011）はカリキュラムの「コミュニケーション度」を測るチェックリストとして以下の
項目を提示している。萬屋のオリジナルのチェックリストは、項目の右側にＡ蘭（はい）とＢ蘭
（いいえ）があり、どちらかをチェックするリストとなっている。ここでは英語劇に対するチェ
ックリストとして、右側を西崎が改編して使用させて頂き、結果としてすべての項目で英語劇が
このチェックリストにあてはまることを示すことにする。 
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 表２ ｢小学校外国語活動における授業・カリキュラムの「コミュニケーション度｣ 
    チェックリスト」より 
 
●カリキュラム全体について 英語劇の場合 
１ 単元・学期・学年のどこかに児童が取り組むべき出口があるか 英語劇の発表が出口にあたる 
２ 児童が興味をもつトピックや取り組みたい活動が多くあるか 伝えたいストーリーやセリフを児童
が考えることにより興味が持てる。 
●授業のメインとなるコミュニケーション活動について  
３ 各活動には、ただ尋ね合うこと以外に「目的」があるか セリフに思いをのせて伝え、演じる
目的がある。 
４ 相手が知らない「新しい情報」のやりとりが行われているか 劇のセリフは聞く側にとって、新し
い情報である。 
５ 子どもたちにとって「価値ある情報」がやりとりされているか 皆で作りあげる劇のセリフとして価
値のある情報のやりとりである。 
６ どの子も、誰とでも話すことができていたか セリフを伝えることにより、役同
士、役から観客へと話すことができ
る。 
７ 話す態度だけでなく、聞く態度・反応も意識させているか セリフは相手のセリフを聞いて反応
するものである。 
８ コミュニケーション活動の前に使う表現に慣れているか 既修表現を使い、セリフを練習する
ことにより表現に慣れる。 
９ 使う表現は長かったり難しすぎないか できるだけ短く、負担のないセリフ
にすることにより達成できる。 
10 英語が得意な子だけが楽しい活動になっていないか 全員がセリフを言い、劇を演じる一
員として楽しく活動できる。 
11 英語の上手・下手を意識させる授業になっていないか 各自が自分のセリフを言うことによ
り､上手下手を越える授業ができる｡ 
12 子どもたちは外国語活動の時間を楽しみにしているか 楽しい英語劇を行なうことにより達
成できる。 
 
〔４〕 萬屋隆一（2011）「Ｉ部 基本的課題」直山木綿子（編）（2011），『小学校外国語活動モデル事例
集』教育開発研究所 より右側を改編 
 
 5.3 英語教育 
 学習指導要領ならびに萬屋のチェックリストに加えて、佐野（1990）は英語教育の上から、英
語劇が効果的な理由について、次の８点を挙げている。 
「１．コミュニケーションに関わる心理的要因を強化する。 
 ２．「聞く」「話す」言語活動としてすぐれている。 
 ３．非言語的手段と結び付けて英語を理解し表現する。 
 ４．場面や文脈のなかで英語を理解し表現する。 
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 ５．英語での自己表現力を伸ばす。 
 ６．楽しみながら英語を学ぶことができる。 
 ７．生徒に英語学習の目的意識と成功感を与える。 
 ８．英語劇はALTとの共同作業の絶好の機会となる。」〔５〕 
 これらの点においても、「桃太郎」の英語劇は、すべて当てはまることとなる。以上のとおり、
英語劇は外国語活動の目標を達成できる活動であり、コミュニケーション度の上でも効果の上で
も、申し分のない活動として位置付けることができる。 
 
６．民話としての「桃太郎」 
 「桃太郎」について児童はどういうストーリーか知っているだろうか。知っている場合でも互
いの「桃太郎」を聞いてみると、全く同じではなく一部異なっているところがあることに気付く
ことになるだろう。元々民話として語り継がれてきたこの話は、昔も今もストーリーは一つでは
ない。どうしていろいろな話が存在するのかを、児童に考えさせることもできるだろう。そして
日本の伝統文化としての民話について知るよき機会とすることもでき、国語と関連させた発展的
展開も可能である。 
 その昔囲炉裏端で、子どもたちに話して聞かせて伝承されてきた民話は、夜の楽しみであり、
子どもにとっては、お話の中に込められた教えやことばを学ぶ大切な時間でもあったと思われる。
「桃太郎」の場合、貧しく、子どもがおらず、仲良く、つつましく暮らしていたおじいさんとお
ばあさんのところに、他の多くの民話に見られるような異常誕生によって桃太郎がやってくる。
二人は自分たちの食べ物を減らしてでも桃太郎にたくさん食べさせ、大きくなるように願いなが
ら大切に育てあげる。桃太郎は一部成長過程において怠け者になるバージョンもあるのだが、立
派に大人の男となり、悪を退治した後、おじいさんとおばあさんのところに戻ってきて一生幸せ
に暮らす。 
 民話に登場する物や登場人物には、いろいろな意味が込められており、その解釈もいろいろで
ある。再話が繰り返されることで、その時々の時代を反映した解釈がされたり、小道具なども変
化していっている。昔とは生活習慣が大きく異なるため、伝承されていた当時の内容そのままで
は、絵本にしても児童が理解できないことも少なくないだろう。食べ物についても同様で、「桃
太郎」におけるきびだんごは、餅や、米粉を使用しだんごではなく、とうきび（こうりゃん）で
作られた質素なだんごであり、そのことも児童には説明等があれば理解も深まるだろう。きびだ
んごで千人力になるほどの食生活とはどんなものだったのか。その生活の中で、桃太郎を、子ど
もを育てることはどういうことだったのかなどを想像させてみたい。 
 子宝という語があるように、子どもに恵まれ、夭折することなく丈夫に育てることの困難さも、
現代とは比較にならなかったことだろう。子どもの健やかな成長は何者にも代えられない願いだ
ったのではないか。そこに込められた昔の人たちの思いがこの民話の中にも込められているので
はないか。鬼退治は目的ではなく、立派に成長した証としての行動と考えられる。 
 8 
 話の中の小道具について、昔鬼が持っていた宝物には、透明人間になれる「かくれみの」、欲
しいものが手に入る如意宝珠、打ち出の小づち、珊瑚などがあったとするストーリーもあるが、
もはや現代の子どもたちにとって、それらの宝物としての価値を理解しがたいためか、それらの
具体的記述はほとんど見られなくなっていることも注目に値する。 
 「桃太郎」については、ストーリーが時代と共に意図的に変更され、国策に利用されてきた経
緯もあり、他の民話とは異なる歴史があったことも教師は知っておく方がよいだろう。 
 
７．絵本にみる「桃太郎」の比較 
 7.1 15冊の「桃太郎（ももたろう）」 
 民話としての「桃太郎」が諸説あるのと同じく、現在市販されている絵本の「桃太郎（ももた
ろう）」の話もひとつではない。以下の15冊のストーリーの多様性について述べたい。 
 
             表３ 絵本「桃太郎（ももたろう）」        出版年順 
 
＃ 出版年 著者 書名 出版社 画 
１ 1965 松井 直 ももたろう 福音館書店 赤羽末吉 
２ 1967 おおかわ えっせい ももの子たろう ポプラ社 みた げんじろう 
３ 1978 沖野 皓一ほか(編) 桃太郎『日本の民話 東海北陸』 ぎょうせい ― 
４ 1978 稲田 和子ほか(編) 桃太郎『日本の民話 山陽』 ぎょうせい ― 
５ 1979 寺村 輝夫 ももたろう『日本むかしばなし １』 あかね書房 ヒサ クニヒコ 
６ 1998 大川 悦生 桃太郎（一般型）『日本の民話』 実業之日本社 ― 
７ 1998 大川 悦生 桃太郎（寝太郎型）『日本の民話』 実業之日本社 ― 
８ 1999 馬場のぼる ももたろう こぐま社 馬場のぼる 
９ 2001 千葉 幹夫 桃太郎 講談社 齋藤 五百枝 
10 2002 松谷 みよ子 『松谷みよ子の民話 上』 筑摩書房 ― 
11 2002 松谷 みよ子 ももたろう フレーベル館 瀬川 康男 
12 2005 代田 昇 ももたろう 講談社 箕田 源二郎 
13 2009 広松 由希子 ももたろう 岩崎書店 伊藤 秀男 
14 2009 山下 明生 ももたろう あかね書房 加藤 休ミ 
15 2010 市川 宣子 ももたろう 小学館 長谷川 義史 
   
 
 7.2 ストーリーの多様性 
 どのストーリーも、おじいさんは山へおばあさんは川へ行くところから始まる（場面Ａ）。お
じいさんはほとんど「柴刈り」に行くのであるが、一部は「たきぎ取り」としており、「木を切
りに」と書いてあるものもある。一方おばあさんは例外なく、「せんたく」に行くことになって
いる。柴やたきぎを知らない児童が多いだけでなく、柴刈りは「芝刈り」と納得してしまう児童
もいる。 
 また、２では「いろりさきて、火っこあたれ。」と伝承であることをはっきりと書き記してお
 9 
り、最後は、「すききらいいわねで、まんまだのさかなだのどっさりたべて、ももの子たろうの
ようにおっきくならねでぁ。」で締めくくられている。ここに民話としての「桃太郎」の意味が
込められていると考えることもできる。同様に３では「おまえら、むかしばなしを、いいことが
あるから聞けよ。」で始まり、「そこでね、やっと、子どもがなくても、いいお婆さんやお爺さん
になれば、そういういい子が授かって、ね、流れてきても授かって、お爺さんやお婆さんを見て
くれると。そんで、心がけが人間はよくなければいかん。やさしくなくちゃいかんよ。」で終わ
っている。 
 桃が流れてくる場面（場面Ｂ）では、３を除くすべての本でその音が擬声語で表現されている
が、驚くことに同じ擬声語が使われているものはなく、すべて異なっている。いろいろな地域で
伝承される過程で、擬声語に方言が入りやすいことも原因として考えられると同時に、それぞれ
の地域の方言の豊かさを感じさせるといえる。 
 おばあさんが流れてくる桃に対して（場面Ｃ）、桃をその場ですぐ食べる場合がある。桃を持
ち帰ろうと、こっちへ来いという内容の歌を歌う場合もある。持って帰った桃を戸棚にしまう場
合とその記述がないものとがある。おじいさんに食べさせようと桃を大事にするおばあさんの気
持ちの表れでもある。いずれの話においても、二人は仲がよい。桃を食べたお婆さんが若返って
桃太郎を産むという回春型と呼ばれる型も存在する。桃は豊穣の果実とされる説や、つくりにあ
る兆は数多くを意味するとする説もある。 
 桃を食べようとするおじいさんとおばあさんの前で、桃太郎がいよいよ誕生するが（場面Ｄ）、
桃を割ろうとする場合と切ろうとする場合がある。桃太郎の産声にも絵本による違いがあるが、
場面Ｂのようにすべて異なっているわけではなく、似かよった擬声語になっている。桃が流れて
くる場合と異なり産声は同じように聞こえることから、ある程度限定された表現になったのでは
ないかと考えられる。命名については、桃から生まれたから桃太郎という記述がほとんどの絵本
で見られる。 
 下の表４は、15冊の場面ＡからＤまでの「場面別一覧表１」であり、○の記述は同じであるこ
とを、―は記述がないことを示す。例えば、山へ柴刈の欄に○がある場合は、同様の表現がある
ことを示す。以下、表５「場面別一覧表２」ならびに表６「場面別一覧表３」も以下に掲載する。
同様かどうかの解釈とそれ以外の表記は西崎個人によるものであることを了解頂きたい。表内の
表記は原文のままの引用を基本としているが、一部改編し、引用部分の頁等の表記は省略した。 
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表
４
 
場
面
別
一
覧
表
 １
（
は
じ
ま
り
～
命
名
) 
 
Ａ
：
山
と
川
へ
 
Ｃ
：
流
れ
て
き
た
桃
を
お
ば
あ
さ
ん
は
 
Ｄ
：
誕
生
 
＃
 
柴
刈
 
洗
濯
 
た
き
ぎ
と
り
 
洗
濯
 
Ｂ
：
桃
が
流
れ
て
く
 
 
 
る
擬
声
語
 
食
べ
る
お
い
し
い
も
も
こ
っ
ち
へ
来
い
と
歌
う
 
帰
っ
て
桃
を
し
ま
う
 
割
ろ
う
と
す
る
と
 
切
ろ
う
と
す
る
と
産
声
 
桃
か
ら
生
ま
れ
て
命
名
 
１
 
○
 
 
つ
ん
ぶ
く
 
か
ん
ぶ
く
 
○
 
○
 
○
 
○
 
 
ほ
お
げ
あ
 
ほ
お
げ
あ
 
○
 
２
 
 
○
 
つ
ん
ぶ
ら
 
つ
ん
ぶ
ら
 
○
 
○
 
○
 
と
だ
な
 
 
○
 
ほ
ほ
ぎ
ゃ
あ
ほ
ほ
ぎ
ゃ
あ
○
 
３
 
○
 
 
―
 
食
べ
な
い
―
 
―
 
―
 
刃
を
ち
ょ
っ
と
入
れ
た
ら
 
キ
ャ
ー
ッ
 
○
 
４
 
○
 
 
ド
ン
ブ
リ
 
ド
ン
ブ
リ
 
二
人
で
食
べ
る
 
―
 
―
 
―
 
○
 
痛
い
 
○
 
５
 
○
 
 
ト
ン
ブ
ク
 
ツ
ン
ブ
ク
 
ツ
ン
ブ
ク
 
カ
ン
ブ
ク
 
○
 
○
 
じ
い
さ
ん
に
あ
げ
よ
う
○
 
と
だ
な
 
―
 
○
 
ほ
ほ
ぎ
ゃ
あ
ほ
ほ
ぎ
ゃ
あ
○
 
６
 
 
○
 
ツ
ン
ブ
ラ
 
ツ
ン
ブ
ラ
 
○
 
○
 
○
 
と
だ
な
 
―
 
○
 
ほ
ほ
げ
ァ
 
ほ
ほ
げ
ァ
 
○
 
７
 
 
木
を
き
り
に
 
せ
ん
た
く
 
ど
ん
ぶ
り
 
こ
ん
ぶ
り
 
す
っ
こ
ん
ご
う
 
○
 
○
 
―
 
―
 
○
 
ほ
ん
ぎ
ゃ
あ
ほ
ん
ぎ
ゃ
あ
○
 
８
 
○
 
 
つ
ん
ぶ
 
か
ん
ぶ
 
つ
ん
ぶ
 
か
ん
ぶ
 
食
べ
な
い
―
 
―
 
―
 
○
 
お
ぎ
ゃ
あ
ー
○
 
９
 
○
 
 
ど
ん
ぶ
り
こ
っ
こ
 
す
っ
こ
っ
こ
 
食
べ
な
い
―
 
―
 
た
ら
い
 
―
 
○
 
―
 
○
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10
 
○
 
 
ど
ん
ぶ
り
 
か
っ
し
り
 
つ
っ
こ
ん
ご
 
○
 
ふ
た
り
で
た
べ
よ
う
○
 
じ
い
さ
ん
に
 
○
 
と
だ
な
 
―
 
○
 
ほ
ほ
げ
あ
 
ほ
ほ
げ
あ
 
○
 
11
 
○
 
 
ど
ん
ぶ
り
 
か
っ
し
り
 
つ
っ
こ
ん
ご
 
食
べ
な
い
○
 
 
○
 
 
ほ
ほ
げ
あ
 
ほ
ほ
げ
あ
 
○
 
12
 
○
 
 
つ
ん
ぷ
か
 
か
ん
ぷ
か
 
食
べ
な
い
○
 
 
○
 
 
ほ
お
げ
あ
 
ほ
お
げ
あ
 
○
 
13
 
 
○
 
ど
ん
ぶ
ら
こ
っ
こ
 
ど
ん
ぶ
ら
こ
 
○
 
○
 
○
 
と
だ
な
 
手
を
ふ
れ
た
と
た
ん
、
わ
れ
て
 
て
を
ふ
れ
た
と
た
ん
ほ
ん
ぎ
ゃ
あ
ほ
ん
ぎ
ゃ
あ
―
 
14
 
○
 
 
ど
ん
ぶ
ら
こ
っ
こ
 
ざ
ん
ぶ
ら
こ
 
食
べ
な
い
―
 
―
 
 
○
 
ほ
ぎ
ゃ
ー
 
ほ
ぎ
ゃ
ー
 
○
 
15
 
○
 
 
ど
ん
ぶ
ら
こ
 
ど
ん
ぶ
ら
こ
 
食
べ
な
い
○
 
 
 
た
べ
よ
う
と
し
た
と
た
ん
 
お
ぎ
ゃ
あ
 
お
ぎ
ゃ
あ
 
も
た
ろ
う
と
な
ま
え
を
つ
け
て
 
   
 12 
 桃太郎の食欲は旺盛で、「一杯食べると一杯だけ、二杯食べると二杯だけ・・・」という具合
にどんどん大きくなっていく（場面Ｅ）。「一杯」の他、「一椀」や「一日」という別の表現もあ
る。成長を表す擬態語にも種類があり（場面Ｆ）、いずれも大切に育てられ、成長ぶりが著しい
ことを示している。 
 成長した桃太郎のうち、15冊の中では半分弱の７冊において、桃太郎は何もしない怠け者とし
て書かれている。一緒に仕事に行こうという誘いに対して、いろいろな言い訳をしてなかなか動
こうとしないが（場面Ｇ）、結局は山へ出かけて行き、大木を丸ごと引っこ抜いて周囲を驚かせ
る。 
 いよいよ鬼が島へ行くことになるのだが（場面Ｈ）、出発のきっかけがある場合とまったく記
述がなく、いきなり桃太郎が言い出すものがある。きっかけは、カラスやトンビなどが飛んでき
て言う場合もあれば、うわさとして伝わることもある。怠け者だった桃太郎が力持ちであること
を見た殿様が桃太郎に頼むという理由もある。桃太郎の出立に対して、おじいさんとおばあさん
が桃太郎を慰留する場合と進んで準備を手伝う場合があるが、いずれの場合も桃太郎の意志の強
さに変わりはない。きびだんごについては、３個のみ持たせる場合と個数を限らずたくさん持た
せる場合がある。 
 お供となる動物については（場面Ｉ）、犬、猿、雉がこの順序で登場するものが多いが、一部
は順序が異なっており、他に全く別のものが登場しているものもある。ちなみに､“Hi, friends! 2” 
においては、猿、犬、雉の順序で登場している。出会う場所についても、桃太郎が最初から海に
漕ぎ出して、猿が島や犬が島で出会っていく場合と、山の中へどんどん歩いて行って出会う場合
などがある。鬼が島は異界の象徴であり、島であるが海でないところにある場合もある。動物た
ちのきびだんごの催促の方法はほぼ同じであるが、黍団子の威力については、十人力、百人力、
日本一と表記が異なる。また、桃太郎が分け与えるきびだんごの個数も、１個の場合とそれぞれ
半分ずつの場合がある。最初から３個しか持っていない場合は、桃太郎と半分ずつ分け合ってい
る。 
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表
５
 
場
面
別
一
覧
表
 ２
（
桃
太
郎
の
食
欲
～
き
び
だ
ん
ご
) 
 
Ｅ
：
食
欲
 
Ｇ
：
怠
け
癖
 
Ｈ
：
鬼
が
島
へ
 
Ｉ
：
お
供
Ｊ
：
き
び
だ
ん
ご
 
＃
 
一
杯
 
Ｆ
：
成
長
 
あ
り
 
言
い
訳
 
出
発
の
き
っ
か
け
 
桃
太
郎
自
身
 
慰
留
犬
→
猿
→
雉
催
促
 
威
力
 
個
数
１
 
○
 
一
を
お
し
え
れ
ば
十
ま
で
わ
か
る
 
―
 
か
ら
す
が
 
に
わ
へ
き
て
 
お
に
が
し
ま
の
お
に
が
き
て
、
 
あ
っ
ち
ゃ
む
ら
で
こ
め
と
っ
た
 
こ
っ
ち
ゃ
む
ら
で
 
し
お
と
っ
た
ひ
め
を
さ
ろ
う
て
お
に
が
し
ま
 
わ
た
し
も
お
お
き
く
な
っ
た
の
で
お
に
が
し
ま
の
わ
る
い
お
に
を
た
い
じ
し
に
ゆ
き
た
い
 
に
っ
ぽ
ん
い
ち
の
き
び
だ
ん
ご
を
こ
し
ら
え
て
く
だ
さ
い
 
○
 
○
 
い
っ
し
ょ
に
や
ま
の
ほ
う
へ
→
や
ま
お
く
へ
 
一
つ
く
だ
さ
い
、
お
と
も
し
ま
す
 
十
人
力
１
２
 
○
 
―
 
―
 
と
ん
び
が
一
わ
わ
を
か
い
て
 
七
つ
山
こ
え
七
つ
た
に
こ
え
 
お
に
が
し
ま
さ
い
け
っ
ち
ゃ
 
お
に
た
い
じ
に
い
け
っ
ち
ゃ
 
お
お
き
く
な
っ
た
か
ら
 
お
に
が
し
ま
さ
お
に
た
い
じ
に
い
っ
て
く
る
 
か
ね
の
わ
ら
じ
、
に
っ
ぽ
ん
一
の
き
び
だ
ん
ご
 
○
 
○
 
山
の
な
か
へ
は
い
っ
て
い
く
と
→
い
く
が
い
く
が
た
に
を
こ
え
て
い
く
と
 
ひ
と
つ
く
だ
さ
い
、
お
と
も
す
る
 
百
人
力
１
３
 
麦
 
ひ
え
豆
 
―
 
―
 
よ
そ
の
国
で
、
鬼
が
出
て
困
る
と
、
み
ん
な
の
声
が
聞
こ
え
た
 
お
れ
が
こ
れ
か
ら
鬼
を
退
治
し
る
ん
か
な
 
―
 
猿
→
雉
→
犬
ぼ
く
に
も
一
つ
く
だ
さ
い
な
、
鬼
の
征
伐
に
つ
い
て
く
で
 
―
 
１
４
 
と
う
き
び
だ
ん
ご
 
―
 
―
 
―
 
お
婆
さ
ん
、
こ
り
ょ
う
お
餅
に
作
っ
て
お
く
れ
え
。
鬼
が
島
へ
か
た
き
討
ち
に
行
て
、
お
土
産
の
お
弁
当
に
し
ま
す
け
ん
 
―
 
牛
ぐ
そ
→
 
ひ
き
臼
→
 
鉄
砲
玉
→
 
が
に
→
 
蜂
 
一
つ
く
だ
さ
れ
え
 
お
供
い
た
し
ま
す
 
―
 
１
５
 
○
 
ぐ
ん
ぐ
ん
 
○
 
縄
 
わ
ら
じ
 
鎌
 
―
 
あ
る
日
 
お
ら
に
き
び
だ
ん
ご
を
こ
し
ら
え
て
く
れ
 
お
に
が
し
ま
へ
い
っ
て
、
オ
ニ
を
た
い
じ
し
て
く
る
 
オ
ニ
は
人
間
か
ら
コ
メ
を
と
っ
た
り
、
た
か
ら
も
の
を
ぬ
す
ん
だ
り
す
る
、
わ
る
い
や
つ
だ
か
ら
な
 
大
き
な
き
び
だ
ん
ご
を
三
つ
 
―
 
○
 
一
つ
く
だ
さ
れ
、
お
と
も
し
よ
う
 
―
 
半
分
  
14
６
 
○
 
む
っ
く
ら
 
む
っ
く
ら
 
―
 
鬼
ど
も
が
や
っ
て
き
て
村
む
ら
を
あ
ら
し
ま
わ
り
、
む
す
め
だ
の
、
子
ど
も
だ
の
を
さ
ら
っ
て
い
き
ま
し
た
 
ト
ン
ビ
が
も
も
か
ら
う
ま
れ
た
桃
太
郎
や
ァ
 
鬼
ガ
島
さ
行
け
っ
ち
ゃ
 
ピ
イ
ゴ
ロ
ロ
 
日
本
一
の
き
び
だ
ん
ご
を
た
く
さ
ん
こ
し
ら
え
て
く
だ
さ
エ
 
―
 
○
 
ひ
と
つ
く
だ
さ
エ
、
鬼
ガ
島
ま
で
お
と
も
す
る
 
 
 
７
 
一
日
た
て
ば
一
日
、
ひ
と
月
た
て
ば
ひ
と
月
 
み
き
み
き
、
む
く
む
く
 
○
 
荷
縄
 
せ
な
あ
て
わ
ら
じ
 
鬼
ど
も
が
お
っ
て
、
里
へ
で
て
き
て
は
、
女
子
ど
も
を
さ
ら
っ
て
い
き
ょ
り
ま
し
た
。
田
畑
も
あ
ら
す
し
、
町
や
村
に
わ
ざ
わ
い
ご
と
を
ひ
き
お
こ
す
鬼
た
い
じ
が
で
き
る
者
は
、
桃
太
郎
さ
ん
し
か
お
ら
ん
だ
け
ぇ
、
鬼
ガ
島
へ
い
っ
て
く
れ
ん
さ
い
刀
も
槍
も
い
や
な
ら
き
び
だ
ん
ご
 
―
 
―
 
○
 
ひ
と
つ
く
れ
ん
さ
い
お
ら
、
お
と
も
す
る
日
本
一
半
分
８
 
な
ん
で
も
よ
く
た
べ
て
 
ず
ん
ず
ん
 
○
 
わ
ら
じ
 
ま
さ
か
り
と
の
さ
ま
が
と
お
り
か
か
り
 
そ
の
ほ
う
に
た
の
み
が
あ
る
 
わ
る
い
お
に
ど
も
が
あ
ば
れ
で
て
こ
ま
っ
て
お
る
 
た
い
じ
し
て
く
れ
 
―
 
―
 
○
 
ひ
と
つ
く
だ
さ
い
お
と
も
し
ま
す
 
―
 
１
９
 
―
 
―
 
―
 
鬼
が
島
の
鬼
た
ち
が
ら
ん
ぼ
う
を
は
た
ら
い
た
り
、
物
を
う
ば
っ
た
り
し
て
い
る
と
い
う
話
が
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
き
こ
え
て
き
ま
し
た
。
あ
る
日
、
わ
た
し
は
鬼
が
島
に
い
っ
て
鬼
を
た
い
じ
し
て
こ
よ
う
と
思
い
ま
す
 
―
 
○
 
一
つ
く
だ
さ
い
お
と
も
し
ま
す
日
本
一
１
10
 
ひ
と
椀
 
ど
ん
ど
ん
 
○
 
鎌
 
―
 
あ
る
日
む
っ
く
り
起
き
て
、
 
き
び
だ
ん
ご
し
て
く
れ
え
、
 
鬼
が
島
に
鬼
退
治
に
い
っ
て
く
る
 
と
う
き
び
だ
ん
ご
の
で
っ
か
い
の
を
三
つ
 
―
 
○
 
犬
ガ
島
 
ち
っ
こ
い
島
雉
ガ
島
 
一
つ
く
だ
さ
れ
い
 
―
 
半
分
11
 
ひ
と
わ
ん
 
ず
ん
が
 
ず
ん
が
 
○
 
か
ま
 
わ
ら
じ
 
せ
な
あ
て
―
 
あ
る
ひ
む
っ
く
り
お
き
る
と
 
わ
る
い
お
に
を
た
い
じ
に
お
に
が
し
ま
へ
い
く
 
き
び
だ
ん
ご
を
つ
く
っ
て
も
た
せ
て
く
れ
え
 
―
 
○
 
ち
っ
こ
い
し
ま
 
き
じ
の
し
ま
ひ
と
つ
く
だ
さ
れ
お
と
も
し
ま
す
 
 
半
分
  
15
12
 
ひ
と
わ
ん
 
ず
く
ん
 
○
 
ぞ
う
り
 
か
ま
 
お
に
が
し
ま
の
お
に
ど
も
が
む
ら
を
あ
ら
し
に
や
っ
て
き
て
、
し
お
、
こ
め
、
あ
わ
を
う
ば
っ
た
う
え
に
、
わ
か
い
む
す
め
っ
こ
み
ん
な
さ
ら
っ
て
い
っ
た
わ
さ
 
あ
る
ひ
と
つ
ぜ
ん
む
く
り
っ
と
お
き
あ
が
り
、
い
く
と
き
め
た
ら
い
く
だ
 
お
お
き
い
き
び
だ
ん
ご
を
み
っ
つ
つ
く
っ
て
く
れ
や
 
―
 
○
 
い
ぬ
が
し
ま
さ
る
が
し
ま
き
じ
が
し
ま
 
ひ
と
つ
だ
さ
れ
な
か
ま
に
な
ろ
う
 
に
っ
ぽ
ん
い
ち
 
半
分
13
 
一
ぱ
い
 
ず
ん
ず
ん
 
○
 
わ
ら
じ
 
か
ま
 
し
ょ
い
こ
も
も
た
ろ
う
を
よ
ん
で
ま
い
れ
 
と
の
さ
ま
は
も
も
た
ろ
う
に
お
に
が
し
ま
に
お
に
た
い
じ
に
い
く
よ
う
に
と
め
い
じ
ま
し
た
 
に
ん
げ
ん
の
く
に
を
お
そ
い
、
子
ど
も
を
さ
ら
っ
て
ゆ
く
 
 
―
 
○
 
ひ
と
つ
く
だ
さ
い
●
お
と
も
し
ま
す
。
 
ひ
ゃ
く
に
ん
り
き
 
半
分
14
 
き
び
だ
ん
ご
 
―
 
―
 
お
に
が
し
ま
の
お
に
が
や
っ
て
き
て
 
は
た
け
を
あ
ら
し
、
む
す
め
を
さ
ら
い
、
お
し
ろ
の
た
か
ら
も
の
ま
で
ぬ
す
ん
で
い
く
の
じ
ゃ
 
そ
れ
な
ら
わ
た
し
が
わ
る
い
お
に
を
た
い
じ
し
ま
し
ょ
う
 
あ
り
っ
た
け
の
き
び
で
だ
ん
ご
を
ど
っ
さ
り
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
 
―
 
○
 
ひ
と
つ
く
れ
た
ら
お
と
も
し
ま
す
 
―
 
２
つ
15
 
ご
は
ん
 
―
 
―
 
ふ
も
と
の
む
ら
で
わ
る
い
お
に
の
は
な
し
を
き
き
ま
し
た
 
む
ら
や
み
や
こ
へ
た
び
た
び
あ
ら
わ
れ
て
は
ら
ん
ぼ
う
を
は
た
ら
き
田
は
た
を
あ
ら
し
、
こ
め
や
た
か
ら
を
う
ば
っ
て
い
く
 
ど
う
か
お
に
が
し
ま
に
お
に
た
い
じ
に
い
か
せ
て
く
だ
さ
い
 
お
い
し
い
き
び
だ
ん
ご
を
た
く
さ
ん
 
―
 
○
 
ひ
と
つ
く
だ
さ
い
お
と
も
し
ま
す
 
千
人
力
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 お供をつれての道中では（場面Ｋ）、山や谷、海を越えて行く場合と、海のみを渡っていく場
合に加え、山の中に進むものもある。鬼が島には（場面Ｌ）大きな門があり、鬼との戦い（場面
Ｍ）ではお供の動物たちがそれぞれの得意な方法で活躍する様子が描かれる。戦いに敗れた鬼は
（場面Ｎ）、宝物を差し出すのだが（場面Ｏ）、その理由として助けてくれたお礼として、今後悪
いことをしないしるしとして差し出す物として、盗んだものなので返すためになど、様々である。
前述のとおり、宝物の具体名は書かれていないが、絵は昔ながらの宝物（珊瑚や打ち出の小槌な
ど）が描かれている。宝物を受け取らないストーリーもあり、連れ去られていた人質の解放が伴
うものもある。一部にはさらわれた姫を助け、村に帰って嫁にする結末もある。 
 このように、「桃太郎」のストーリーは全編にわたって数多くの再話により、たいへん多様な
ものとなっている。表面的に鬼退治としてのストーリーを追うだけに終わらないように、教材と
しての桃太郎が活用されることを望みたい。 
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表
６
 
場
面
別
一
覧
表
 ３
（
道
中
～
終
わ
り
) 
 
鬼
が
島
 
＃
 
Ｋ
：
道
中
 
Ｌ
：
島
 
Ｍ
：
鬼
と
の
戦
い
 
Ｎ
：
鬼
の
降
参
 
Ｏ
：
宝
物
 
Ｐ
：
終
わ
り
 
１
 
や
ま
こ
え
、
 
た
に
こ
え
、
 
う
み
を
こ
え
 
お
お
き
な
も
ん
 
さ
る
が
へ
い
を
よ
じ
の
ぼ
っ
て
も
ん
を
あ
け
る
 
き
じ
は
そ
ら
か
ら
せ
め
か
か
る
 
と
て
も
か
な
い
ま
せ
ん
い
の
ち
ば
か
り
は
た
す
け
て
く
だ
さ
い
 
も
う
き
っ
と
わ
る
い
こ
と
は
し
ま
せ
ん
 
た
か
ら
も
の
は
み
な
さ
し
あ
げ
ま
す
い
ら
ん
 
お
ひ
め
さ
ま
を
か
え
せ
 
お
ひ
め
さ
ま
を
お
よ
め
に
も
ら
っ
て
 
お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
と
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に
く
ら
し
ま
し
た
 
２
 
七
つ
山
こ
え
、
 
七
つ
た
に
こ
え
 
う
み
へ
出
た
 
な
み
を
の
り
こ
え
、
 
う
み
を
わ
た
っ
た
 
ま
っ
く
ろ
い
て
つ
の
も
ん
 
き
じ
が
と
ん
で
い
っ
て
、
そ
ら
か
ら
な
か
の
お
う
す
を
み
て
く
る
 
さ
る
が
も
ん
を
の
り
こ
え
て
、
か
ぎ
を
ひ
き
ぬ
く
 
い
ぬ
が
ど
ど
ー
ん
と
と
を
お
し
あ
け
る
 
い
ぬ
が
か
み
つ
く
、
 
さ
る
が
ひ
っ
か
く
、
 
い
の
ち
ば
か
り
は
ご
か
ん
べ
ん
 
お
れ
い
の
つ
も
り
だ
ろ
う
 
あ
れ
や
こ
れ
や
の
た
か
ら
も
の
を
た
く
さ
ん
だ
し
て
き
た
 
も
ら
っ
て
ふ
ね
に
の
っ
て
、
お
に
が
し
ま
を
あ
と
に
し
た
 
く
る
ま
に
つ
ん
で
も
ど
っ
て
き
た
 
た
か
ら
も
の
を
み
ん
な
に
わ
け
て
や
る
 
い
ぬ
さ
る
き
じ
に
も
ご
ち
そ
う
じ
い
さ
ま
と
ば
あ
さ
ま
と
ず
う
っ
と
な
か
よ
く
く
ら
し
た
そ
う
な
 
３
 
山
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
が
 
―
 
き
び
だ
ん
ご
を
食
べ
て
、
腹
を
こ
さ
え
て
、
そ
う
し
て
か
か
ら
ま
い
か
と
い
っ
て
、
か
か
っ
て
行
っ
て
、
 
 
 
４
 
鬼
が
島
ぁ
ど
こ
な
ら
な
お
婆
さ
ん
が
山
ぁ
し
に
行
っ
と
る
 
―
 
蜂
が
目
を
刺
す
 
鉄
砲
玉
が
目
を
く
り
抜
く
 
が
に
が
手
を
切
る
 
牛
ぐ
そ
が
出
て
き
て
 
ひ
き
臼
が
落
ち
て
き
て
 
鬼
は
え
え
ぐ
あ
い
に
死
に
ま
し
た
 
倉
開
け
て
や
ろ
う
 
宝
も
ん
が
あ
ろ
う
も
し
れ
ん
 
車
に
積
ん
で
 
桃
太
郎
の
お
て
が
ら
も
ん
 
宝
も
ん
を
取
て
も
ど
っ
て
、
 
そ
い
で
ま
あ
ひ
と
む
か
し
 
５
 
海
に
出
る
と
、
ふ
ね
に
の
り
こ
み
 
や
し
き
の
門
 
キ
ジ
が
門
を
こ
え
て
中
か
ら
し
ん
ば
り
ぼ
う
を
は
ず
し
て
 
イ
ヌ
は
足
に
く
い
つ
き
、
サ
ル
は
ひ
っ
か
き
、
キ
ジ
は
目
を
つ
っ
つ
く
 
も
も
た
ろ
う
は
オ
ニ
の
対
象
を
く
み
ふ
せ
て
 
ど
う
か
た
す
け
て
く
だ
さ
れ
 
い
ま
ま
で
ぬ
す
ん
だ
た
か
ら
も
の
は
、
み
ん
な
か
え
し
ま
す
 
船
に
つ
み
 
も
ど
っ
て
き
ま
し
た
 
 
６
 
山
を
こ
え
、
海
べ
へ
で
る
と
、
お
気
に
ぽ
つ
り
と
う
か
ん
だ
鬼
ガ
島
へ
お
し
わ
た
り
ま
し
た
 
大
き
な
黒
い
門
 
桃
太
郎
た
ち
は
き
び
だ
ん
ご
を
た
べ
て
、
百
人
力
、
千
人
力
 
い
や
や
、
と
て
も
か
な
い
ま
せ
ん
 
命
ば
か
り
は
お
た
す
け
く
だ
さ
エ
 
な
ん
で
も
さ
し
あ
げ
ま
す
だ
 
む
す
め
や
子
ど
も
を
た
す
け
、
鬼
ど
も
の
金
棒
や
刀
は
み
な
海
の
底
へ
す
て
さ
せ
、
宝
物
を
た
く
さ
ん
さ
し
だ
さ
せ
ま
し
た
 
一
の
車
に
は
、
た
す
け
た
人
た
ち
、
二
の
車
に
は
宝
物
を
の
せ
て
、
え
ん
や
ら
や
、
え
ん
や
ら
や
と
か
え
っ
て
き
ま
し
た
と
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７
 
海
へ
出
ま
し
た
の
で
 
大
き
な
木
を
十
本
ば
か
り
ひ
き
ぬ
い
て
、
い
か
だ
に
く
ん
で
、
鬼
ガ
島
に
お
し
わ
た
り
ま
し
た
 
鉄
の
門
 
あ
と
は
ん
ぶ
ん
ず
つ
き
び
だ
ん
ご
を
た
べ
さ
せ
、
じ
ぶ
ん
も
ひ
と
つ
た
べ
て
み
な
み
な
千
人
力
 
い
ぬ
は
か
み
つ
く
し
、
さ
る
は
ひ
っ
か
く
し
、
き
じ
は
く
ち
ば
し
で
つ
つ
き
ま
く
る
 
い
て
て
て
ぇ
 
宝
物
は
あ
る
だ
け
桃
太
郎
さ
ん
に
さ
し
あ
げ
る
け
ぇ
、
ど
う
か
、
い
の
ち
ば
か
り
は
ご
か
ん
べ
ん
 
宝
物
も
も
ら
っ
て
い
く
が
、
里
か
ら
さ
ら
っ
て
き
よ
っ
た
女
子
ど
も
も
、
み
な
か
え
し
て
く
れ
い
 
い
か
だ
に
の
せ
●
車
に
つ
ん
で
 
桃
太
郎
さ
ん
お
て
が
ら
じ
ゃ
ぁ
大
い
び
き
を
か
い
て
ね
て
し
ま
い
ま
し
た
 
８
 
あ
ら
な
み
の
り
こ
え
ず
ん
ず
ん
す
す
ん
で
 
て
つ
の
も
ん
 
さ
る
が
う
ち
が
わ
か
ら
も
ん
を
あ
け
る
 
い
の
ち
ば
か
り
は
お
た
す
け
く
だ
さ
れ
え
 
た
か
ら
も
の
を
は
こ
ん
で
き
て
 
こ
れ
は
お
わ
び
の
し
る
し
 
じ
さ
ま
と
ば
さ
ま
の
と
こ
ろ
へ
か
え
っ
て
い
き
ま
し
た
 
９
 
海
に
で
ま
し
た
 
船
を
用
意
 
な
ん
日
も
海
の
上
を
は
し
り
ま
し
た
。
 
 
き
じ
は
門
の
う
ち
が
わ
に
と
ん
で
い
っ
て
、
 
門
番
の
鬼
の
目
を
つ
つ
い
て
お
い
は
ら
い
、
 
さ
っ
と
門
を
ひ
ら
き
ま
す
 
さ
ん
ご
や
う
ち
で
の
こ
づ
ち
な
ど
た
く
さ
ん
の
宝
物
を
さ
し
だ
し
て
 
も
う
け
っ
し
て
わ
る
い
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
そ
の
し
る
し
に
、
こ
の
宝
物
を
お
う
け
と
り
く
だ
さ
い
 
宝
物
を
の
こ
ら
ず
船
に
つ
み
こ
む
 
宝
物
を
車
に
つ
み
か
え
ま
し
た
 
み
ん
な
で
ぶ
じ
を
い
わ
っ
て
宝
物
を
わ
け
あ
い
ま
し
た
 
10
 
ぎ
っ
ち
ら
も
っ
ち
ら
船
こ
い
で
ど
こ
ま
で
も
い
く
 
鉄
の
門
 
雉
が
門
を
越
え
中
か
ら
鍵
を
あ
け
る
 
猿
は
ひ
っ
か
く
、
犬
は
足
に
食
い
つ
く
、
 
雉
は
目
ん
玉
ほ
じ
く
る
 
桃
太
郎
た
鬼
を
た
た
き
つ
ぶ
す
 
鬼
は
降
参
 
ど
う
ぞ
許
し
て
く
だ
さ
れ
い
。
こ
こ
に
あ
る
鬼
の
宝
物
は
み
ん
な
あ
げ
ま
す
け
ん
 
船
に
積
ん
で
こ
い
で
帰
る
 
村
じ
ゅ
う
が
よ
ろ
こ
ん
で
、
お
祝
い
し
た
 
11
 
ぎ
っ
ち
ら
も
っ
ち
ら
 
ふ
ね
を
こ
い
で
い
く
 
て
つ
の
も
ん
 
き
じ
が
と
ん
で
い
っ
て
、
ば
ん
ぺ
い
の
お
に
を
つ
っ
つ
き
ち
ら
か
し
な
か
か
ら
も
ん
を
ぎ
い
ー
っ
と
あ
け
た
 
さ
る
は
ひ
っ
か
く
、
い
ぬ
は
か
み
つ
く
、
き
じ
は
め
ん
た
ま
ほ
じ
く
る
 
ど
う
ぞ
ゆ
る
し
て
く
だ
さ
れ
い
。
 
も
う
わ
る
い
こ
と
は
し
ま
せ
ん
け
ん
、
こ
こ
に
あ
る
お
に
ほ
た
か
ら
も
の
は
み
ん
な
さ
し
あ
げ
ま
す
。
 
ふ
ね
に
つ
ん
で
 
く
る
ま
に
の
せ
て
じ
い
さ
ま
と
ば
あ
さ
ま
の
と
こ
ろ
に
も
ど
っ
た
 
む
ら
じ
ゅ
う
お
お
よ
ろ
こ
び
 
12
 
ぎ
っ
こ
ら
ぎ
っ
こ
ら
 
 
き
じ
が
も
ん
の
か
ぎ
を
あ
け
た
 
い
ぬ
は
か
み
つ
く
、
さ
る
は
ひ
っ
か
く
、
き
じ
は
そ
ら
か
ら
つ
っ
つ
き
ま
わ
っ
た
 
い
の
ち
ば
か
り
は
お
た
す
け
く
だ
さ
れ
 
む
す
め
っ
こ
、
し
お
、
こ
め
、
あ
わ
は
お
か
え
し
も
う
す
 
お
お
き
な
ふ
ね
と
、
き
ん
、
ぎ
ん
、
さ
ん
ご
も
お
あ
げ
も
う
す
 
お
お
き
な
ふ
ね
う
た
っ
て
お
ど
っ
て
い
わ
っ
た
 
む
ら
に
か
え
る
と
い
ち
ば
ん
お
き
に
い
り
の
む
す
め
っ
こ
を
よ
め
に
も
ら
っ
て
ほ
く
ほ
く
よ
ろ
こ
ん
だ
 
も
も
た
ろ
う
ふ
う
ふ
は
じ
っ
さ
ま
や
ば
っ
さ
ま
と
な
か
よ
く
た
の
し
く
く
ら
し
た
っ
て
さ
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13
 
山
を
こ
え
、
う
み
を
わ
た
り
 
も
ん
 
き
じ
は
そ
ら
を
と
べ
る
の
で
 
も
ん
を
こ
え
、
 
う
ち
が
わ
か
ら
か
ん
ぬ
き
を
は
ず
し
ま
し
た
 
い
ぬ
は
か
み
つ
く
、
さ
る
は
ひ
っ
か
く
、
き
じ
は
つ
っ
つ
く
 
ど
う
ぞ
い
の
ち
ば
か
り
は
お
た
す
け
く
だ
さ
い
 
ぬ
す
ん
だ
た
か
ら
は
も
ど
し
ま
す
 
こ
ど
も
た
ち
も
か
え
し
ま
す
 
ま
た
う
み
を
わ
た
り
 
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
ま
っ
て
い
る
い
え
に
、
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
か
え
り
ま
し
た
と
さ
 
14
 
ふ
ね
を
だ
し
ま
し
た
 
し
ま
は
い
く
つ
も
あ
っ
て
ど
れ
が
お
に
が
し
ま
か
わ
か
り
ま
せ
ん
 
が
ん
じ
ょ
う
な
も
ん
 
き
じ
が
も
ん
ば
ん
が
の
み
の
こ
し
た
つ
よ
い
さ
け
を
た
き
火
の
上
か
ら
ぶ
ち
ま
け
ま
し
た
 
い
ぬ
は
か
み
つ
き
、
さ
る
は
ひ
っ
か
き
、
き
じ
は
つ
っ
つ
き
 
け
と
ば
し
ま
す
 
こ
う
さ
ん
し
ま
す
 
も
う
わ
る
い
こ
と
は
し
ま
せ
ん
か
ら
い
の
ち
だ
け
は
お
た
す
け
を
 
む
す
め
た
ち
と
た
か
ら
も
の
を
の
せ
て
も
も
た
ろ
う
と
け
ら
い
た
ち
が
か
え
っ
て
き
ま
し
た
お
じ
い
さ
ん
も
お
ば
あ
さ
ん
も
村
び
と
た
ち
も
お
し
ろ
の
と
の
さ
ま
も
お
お
よ
ろ
こ
び
 
き
び
だ
ん
ご
を
ど
っ
さ
り
つ
く
り
お
い
わ
い
 
15
 
山
を
こ
え
う
み
を
わ
た
っ
て
 
て
つ
の
も
ん
 
さ
る
が
す
る
す
る
と
も
ん
を
こ
え
て
か
ん
ぬ
き
を
あ
け
ま
し
た
い
ぬ
が
お
に
の
あ
し
に
か
み
つ
き
ま
す
。
さ
る
は
か
ら
だ
を
ひ
っ
か
き
ま
す
。
き
じ
は
あ
た
ま
を
つ
つ
き
ま
す
。
 
ま
い
り
ま
し
た
 
も
う
し
ま
せ
ん
ど
う
か
お
ゆ
る
し
く
だ
さ
い
と
た
か
ら
も
の
を
さ
し
だ
し
ま
し
た
 
た
か
ら
の
山
を
 
お
み
や
げ
に
、
 
う
み
を
こ
え
、
 
山
を
こ
え
て
 
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
ん
さ
ん
の
ま
つ
小
さ
な
い
え
に
か
え
っ
て
き
た
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８．おわりに 
 外国語活動の総仕上げとして、「桃太郎」を使ったオリジナル劇を行なうことは、児童にとっ
て大きな効果が期待できるが、教師にとっては負担が大きいと感じるLessonであるだろう。外国
語活動の授業というだけでなく、日頃の学級経営の成果も反映されるだろう。英語の定着を目指
さないとされる外国語活動ではあるが、卒業を間近に控えた６年生の目の前には、新学習指導要
領下での中学英語の授業が待っている。自信を持って自分の気持ちを伝えた感動と楽しかった体
験を持って、彼らを中学へと送り出したい、送り出してもらいたい。そして中学でしっかり受け
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